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国土形成計画と地域活性化：中山間地の視点から

京都大学経営管理大学院 教授 小林 潔司
こばやし きよし

１．はじめに

平成 年 月、国土形成計画全国計画のフォロ

ーアップが閣議決定された。それぞれの地域が個

性を磨き、異なる個性を持つ各地域が連携するこ

とによりイノベーションの創出を促す「対流促進

型国土」の形成を図ることとし、この実現のため

の国土構造として「コンパクト＋ネットワーク」

の形成を進めることとしている。戦後の国土計画

の歴史の中で、一極集中という国土構造の是正と

国土のバランスある発展は、常に国土計画の中心

的な論点の つとして位置づけられてきた。しか

し、国土形成計画においては、日本経済の競争力

向上が大きな政策課題として再認識される一方で、

バランスある発展という表現は削除された。バラ

ンスという意味の曖昧性が問題視されると同時に、

バランスの概念が地域の個性という概念に置き換

わったのである。しかし、地方の振興、とりわけ

中山間地の維持の問題が解消したわけではない。

むしろ、問題は深刻化しているといってもいい。

国土形成計画のいまひとつの特徴は、日本をとり

まくアジア地域におけるグローバル化の進展を認

識した点にある。これまでの国土計画が、閉鎖的

国土のみを対象としてきたことと比較すれば、格

段の進歩であるといえる。しかし、グローバル化

の実態、それに対する国土戦略が提示されている

状況からは程遠い。地方経済、さらには中山間地

経済にもグローバル化への対応を求めるが、具体

的な戦略が提示されているわけではない。地方経

済がグローバル化の嵐の中に直面していることは

事実であり、何らかの戦略ビジョンを提示するこ

とは焦眉の急であろう。小稿では、ささやかでは

あるが、現在進行しつつあるグローバル化に対し

て日本企業、とりわけ地方の企業がとりえる戦略

について考察し、中山間地の振興方策に関して考

察してみたいと考える。

２．経済成長の衝撃と先進国経済の悩み

アジア各国、アフリカ諸国の経済成長が著しい。

ヨーロッパ、北米の 人あたりの所得が、過去

年間と同様に年率 パーセントで成長すれば、

年にこれらの国々のＧＤＰは、現在の約 倍

になる。しかし、その他の地域の所得が、現在の

年平均 パーセントの成長を維持すれば、これ

らの国々のＧＤＰは 倍に拡大する。 年には、

ヨーロッパ、北米経済が世界経済に占める比率は

％を下回る。この水準は、 年以前の状態で

ある 。その結果、 の地域、

国のうち ヶ国以上が中流所得国以上になる。

アジア、アフリカの主要国は中所得国以上に発展

する。依然として、 ヶ国ほどは開発途上国に留

まるが、それら国の大部分は島嶼国や規模の小さ

い国々であり、開発途上国人口は世界人口の数パ

ーセントを占めるに過ぎない。 世紀の世界経済

は、先進国と開発途上国という つの対立したレ

ジームで構成されてきた。しかし、 世紀の世界

経済は、圧倒的大多数の中所得国で構成され、こ
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れらの中所得国が、高所得国に仲間入りしようと

競争するようなレジームで考えたほうがいいだろ

う。以上は、いわゆるスペンスレポート

が提示した世界経済シナリオであるが、

同レポートは、グローバル社会における先進国経

済の将来に対していくつかの本質的な政策課題を

投げかけている。とりわけ、先進国における後進

地域の将来は深刻であるといってもいい。

世紀レジームでは、先進国は研究・教育をは

じめとする人的資本集約型の活動に比較優位性が

あった。先進国が科学・技術的なイノベーション

を先導し、確立した技術やプロセスを用いる製造

業の生産部門や組立加工部門は、より賃金率の低

い開発途上国に立地していき、国際的な分業体制

が確立する。現在、新興国の経済発展に伴って、

先進国において高度な教育を受けた膨大な数の科

学者、エンジニアらが母国に帰還しつつある。先

進国からの人材の引き抜きも加速している。新興

国における高等教育の水準も急速に発展している。

その結果、かりに国家によって人的資本の質に差

異がなく、遠隔地にいても同じ付加価値を提供で

きるとすれば、先進国の比較優位性はどこにある

のだろうか？高度な人的資本市場は、もっともグ

ローバル化している市場である。現時点では、先

進国はこの分野に競争優位を保っているが、すで

に競争は始まっていると考えていい。交通・通信

技術の発展により、多国籍企業は国際的な視点か

ら生産拠点を決定する。先進国と新興国の間で、

人的資本のストックの差異が小さくなり、しかも

新興国の経済規模が大きくなれば、先進国経済は

どのような方策で生き残りを図ればいいのだろう

か？

世紀の半ばまでには、車、家電などの耐久消

費財の多くを購入するのは、現在の途上国の中所

得者層になる。世界銀行の予測

によれば、途上国の中所得者層の規模は 年ま

でに対 年比で パーセント増の 億人規

模に達する。これは、途上国の中所得者層の人口

が、アメリカ、ヨーロッパ、日本を合わせた総人

口よりも大きくなることを意味する。このような

膨大な消費市場をめぐって、製造業が取りえる戦

略シナリオは つあるように思える。 つは、ア

ップルやグーグルに代表されるように多国籍企業

が つの国際的デファクト標準

を巡って競争するモデルである。いま、

つはインド市場でマルチ・スズキ・インディア

が成功を収めたように、現地のコンテクストをふ

まえて製品をローカライズする戦略である。それ

ぞれの国の実情にあった新しいしなやかな標準

モデルを、それぞれ

の国とのアライアンスに基づいて共同開発する戦

略である。日本企業は、好むと好まざるに関わら

ず、どちらかのビジネスモデルを選択せざるを得

ないだろう。 つを同時に達成することは不可能

である。しなやかな標準化モデルを構築するため

に、日本企業が得意とする要素技術、アセンブリ

技術の発展と現場での適用能力を志向した新しい

経営管理技術、ビジネスモデル、制度的インフラ

を提案することが必要である。しなやかな標準化

モデルは、仕様規定型標準から、性能規定型標準

への移行を目指すものであり、それを規範とする

新しい技術開発・経営に関する国際標準モデルを

具体的に提唱することが必要とされている。

３．日本型イノベーション

グローバル化の中で、日本企業は つの難問に

直面している。 つは、韓国企業や中国企業の台

頭により、製品価格の著しい低下に悩んでいる。

基礎研究や技術投資には膨大な費用が必要となる。

それに比べて、それよりもはるかに低い費用で、

先行する技術を模倣することができる。後発企業

は先行企業の技術投資費用にただのりできる。特

許等の知的所有権の保護にも限界がある。このと

き、本来は高価であるはずの技術価格が低下して

しまうという先端技術のコモディティ化が起こる。

既存企業は先行投資した開発費用を回収できず、

市場から撤退を余儀なくされる。

一方で、日本製品の国際標準化が遅れ、携帯市

場のように日本市場が世界から孤立している場合

が少なくない。ガラパゴス化と言われる出来事で
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れらの中所得国が、高所得国に仲間入りしようと

競争するようなレジームで考えたほうがいいだろ

う。以上は、いわゆるスペンスレポート

が提示した世界経済シナリオであるが、

同レポートは、グローバル社会における先進国経

済の将来に対していくつかの本質的な政策課題を

投げかけている。とりわけ、先進国における後進

地域の将来は深刻であるといってもいい。

世紀レジームでは、先進国は研究・教育をは

じめとする人的資本集約型の活動に比較優位性が

あった。先進国が科学・技術的なイノベーション

を先導し、確立した技術やプロセスを用いる製造

業の生産部門や組立加工部門は、より賃金率の低

い開発途上国に立地していき、国際的な分業体制

が確立する。現在、新興国の経済発展に伴って、

先進国において高度な教育を受けた膨大な数の科

学者、エンジニアらが母国に帰還しつつある。先

進国からの人材の引き抜きも加速している。新興

国における高等教育の水準も急速に発展している。

その結果、かりに国家によって人的資本の質に差

異がなく、遠隔地にいても同じ付加価値を提供で

きるとすれば、先進国の比較優位性はどこにある

のだろうか？高度な人的資本市場は、もっともグ

ローバル化している市場である。現時点では、先

進国はこの分野に競争優位を保っているが、すで

に競争は始まっていると考えていい。交通・通信

技術の発展により、多国籍企業は国際的な視点か

ら生産拠点を決定する。先進国と新興国の間で、

人的資本のストックの差異が小さくなり、しかも

新興国の経済規模が大きくなれば、先進国経済は

どのような方策で生き残りを図ればいいのだろう

か？

世紀の半ばまでには、車、家電などの耐久消

費財の多くを購入するのは、現在の途上国の中所

得者層になる。世界銀行の予測

によれば、途上国の中所得者層の規模は 年ま

でに対 年比で パーセント増の 億人規

模に達する。これは、途上国の中所得者層の人口

が、アメリカ、ヨーロッパ、日本を合わせた総人

口よりも大きくなることを意味する。このような

膨大な消費市場をめぐって、製造業が取りえる戦

略シナリオは つあるように思える。 つは、ア

ップルやグーグルに代表されるように多国籍企業

が つの国際的デファクト標準

を巡って競争するモデルである。いま、

つはインド市場でマルチ・スズキ・インディア

が成功を収めたように、現地のコンテクストをふ

まえて製品をローカライズする戦略である。それ

ぞれの国の実情にあった新しいしなやかな標準

モデルを、それぞれ

の国とのアライアンスに基づいて共同開発する戦

略である。日本企業は、好むと好まざるに関わら

ず、どちらかのビジネスモデルを選択せざるを得

ないだろう。 つを同時に達成することは不可能

である。しなやかな標準化モデルを構築するため

に、日本企業が得意とする要素技術、アセンブリ

技術の発展と現場での適用能力を志向した新しい

経営管理技術、ビジネスモデル、制度的インフラ

を提案することが必要である。しなやかな標準化

モデルは、仕様規定型標準から、性能規定型標準

への移行を目指すものであり、それを規範とする

新しい技術開発・経営に関する国際標準モデルを

具体的に提唱することが必要とされている。

３．日本型イノベーション

グローバル化の中で、日本企業は つの難問に

直面している。 つは、韓国企業や中国企業の台

頭により、製品価格の著しい低下に悩んでいる。

基礎研究や技術投資には膨大な費用が必要となる。

それに比べて、それよりもはるかに低い費用で、

先行する技術を模倣することができる。後発企業

は先行企業の技術投資費用にただのりできる。特

許等の知的所有権の保護にも限界がある。このと

き、本来は高価であるはずの技術価格が低下して

しまうという先端技術のコモディティ化が起こる。

既存企業は先行投資した開発費用を回収できず、

市場から撤退を余儀なくされる。

一方で、日本製品の国際標準化が遅れ、携帯市

場のように日本市場が世界から孤立している場合

が少なくない。ガラパゴス化と言われる出来事で

ある。 つの国際標準モデルが国際市場を席巻す

る世界では、ガラパゴス化は完全な敗北につなが

る。しかし、各国の実情にあったローカライズ戦

略を追求する新しいしなやかな標準モデルは、各

国にガラパゴス市場をつくりあげることを目的と

する。そのためには、現地のコンテクストと適合

するようなローカリゼーションが不可欠である。

先進国では十分な所得が確保できる製造業の雇用

機会が少なくなってしまうだろう。しかし、製造

業が国外に流出すれば研究開発、製品開発のスピ

ルオーバー効果が損なわれる。これは世界経済に

とって、マイナスの効果をもたらす。このディレ

ンマを克服するためには、ハイコンテクスト化に

基づいた国内技術投資とコンテクストの海外ロー

カル化を同時に達成せざるを得ない。ガラパゴス

化は問題ではない。問題は技術のコモディティ化

を防ぎながらガラパゴスをどうローカル化させる

かである。

シリコンバレーは特異な地域である。多様な文

化的背景を有している。人口の パーセントが外

国生まれであり、技術系プロフェショナルが家庭

で英語以外の言葉を話す。全米トップ 大学院の

うち、 校がカリフォルニア州に立地し、技術系

労働者の パーセントが大学院以上を卒業して

いる。シリコンバレーには 社のハイテク企

業が立地、就業人口 万人のうち、 万人がハ

イテク関連職種に従事している。人口は全米人口

の１パーセントであるが、特許出願数は全米

パーセントにも到達する。ベンチャーキャピタル

投資は全米の パーセントに到達する。

リチャード・フロリダは、クリエイティブ・ク

ラスに関する著書（ ）の中で、シリ

コンバレーの経済成長要因として３つのＴ、すな

わち技術 、才能 、寛容性

を指摘している。フロリダは、ＩＴ化

が進展しても、結局ハイコンテクストな先進的ア

イデアはフェイス・ツゥ・フェイスのコミュニケ

ーションが重要であることを説いた。特に、先進

的イノベーションに従事するクリエイティブ・ク

ラスは世界的に希少資源である。希少資源である

クリエイティブ・クラスは、コミュニケーション

で用いる言葉が、ハイコンテクストで難解になる

ほど、空間的に一極集中することになる。すなわ

ち、一人勝ちになる。この意味で、日本の都市や

地域が、シリコンバレーモデルに対して、同じロ

ジックで競争することは、ほとんど不可能である。

別のクリエイティブモデルで戦わざるを得ない。

日本型サービスとは、日本の自然、文化、歴史、

生活などから影響を受ける高品質サービスである。

サービスそのものの機能（コンテンツ）だけでな

く、サービスが提供される場や、生産者と消費者

が互いに暗黙的な共有知識（コンテクスト）を背

景として新たな価値を創出する 小林 原 山内

。たとえば、旅館、寿司や料亭、お稽古ごと、

暮らし、健康サービス、コミュニティ雑誌やウェ

ブネットワークに代表されるように、生産者と消

費者とのインターラクションを通じてサービスの

価値が創り上げられる。このようなサービス生産

の方法は、生産者が一方的にサービスを創り上げ

市場で提供するというシリコンバレー型モデルと

は根本的に異なっている。日本型サービスは、長

期にわたる生産者と消費者の関係によってサービ

スが形成、取捨選択された結果、高度に構造化さ

れたハイコンテクスト・サービスである点に特徴

がある。そこでは、顧客と提供者が互いを評価し

高め合うこと、この評価、高め合いのプロセスを

通じて新しい知を創造すること、動的・共生的な

関係に特徴がある。このようなハイコンテクス

ト・サービスの発展が期待される分野として、筆

者は「か（観光）・き（教育）・く（暮らし）・け（健

康）・こ（コミュニケーション）」ビジネスを指摘

したい。これらのビジネスの特徴は、それぞれの

地域に土着するコンテクストに依存しており、貿

易が非常に難しい点にある。とりわけ、グローバ

ル化の波の中で、日本の地方の小都市が生き残る

ためには、それぞれの地域の文化資本や装置を活

用し、ハイコンテクスト性を持つ「か・き・く・

け・こ」ビジネスを成長させていくことが必要で

ある。
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４．限界集落と呼ばれて

中山間地の人口が減少し続けている。グローバ

ル化した先進国経済における中山間地の将来は非

常に不安定で不確実である。しかし、逆に言えば、

人口が少なくなるとはいえ、中山間地に住み続け

るひとがいるのも事実である。人はなぜ中山間地

に住み続けることができるのか？限られた資源・

不便な生活環境でもそれぞれの場に適した生き方

や昔からの伝統や生活様式を継承し共に生きがい

のある生活空間を創り出す地域活動（＝おつきあ

い）を続けている。住民はアイデンティティとい

うコンテストを共有している。アイデンティティ

は、自分一人で作れるものではない。地域住民が

相互に認証することにより、アイデンティティは

形成される。鍛えられるべきものは、地域住民が

共有化できる地域コンテクストであり、それが地

域振興の要である。そのために、「か・き・く・け・

こ」ビジネスが果たす役割は大きい。

鳥取県日南町は、中国山地のほぼ中央、鳥取県

南西部に位置する中山間地域である。人口は

年 月末現在で 人、高齢化率は 年時点

で ％であり、全国平均 ％を大きく上回

る。全国的な市町村合併が進む中、同町周辺市町

村においても合併問題の方向性が出たが、日南町

は広域合併を指向しつつ当面は単独市町村として

の自治体経営を維持することとなり、日南町制を

単独で継続しながら自立を目指すこととした。日

南町における人口減少の主たる要因は社会動態に

よるものから自然動態によるものに移行しつつあ

る。

中山間地の動向は千差万別であり、とても一口

で言い表されるものではない。むしろ、これまで

の国土計画の実践において、都市との対比の下で、

山間部の残りの国土を「中山間地」とひとくくり

にしてきた理解力の貧困さが問題である。ともあ

れ、日南町では、町民の平均年齢の若返りが見ら

れるようになった。これから老齢人口に加算され

ようとする団塊の世代がそもそも町にいないので

ある。団塊の世代が町に戻ってくるかどうかはわ

からない。ともあれ、高齢者がいなくなった後に

は、人口激減の時代が訪れる。ポスト高齢化社会

に突入しようとしているのである。

同町においても、「限界集落」と呼ばれる集落が

いくつか存在する。いくつかの集落では、高齢者

のみが生活しており、近い将来には、集落には誰

もいなくなるだろう。集落を維持することが限界

になっている。そのことは、すべての住民に理解

されている。それを、余所者が勝手に限界集落と

呼ぶようになった。大きなお世話である。末期患

者に、「あなたは末期患者である」と言うようなも

のである。限界集落 の限界とい

う用語は、少なくとも地理学の分野においては（集

落を維持することが）限界であるということを意

味しているわけではない。 代後半の若者を限界

人 と呼ぶ。大人でも、子供でもな

い世代という意味である。限界地域とは、市場経

済における主要な役割が見出されていない地域を

意味している。かつて、 が統合される時に、地

域アイデンティティを再編成する統合原理として、

選択の権利 と地域に根ざす

権利 という つの原理が主張

されたことがあった。市場経済は選択の原理で動

いている。一方、地域政治は、根ざす原理で機能

する。地域アイデンティティは、土地と密接に結

びついているのである。集落の消滅は、地域アイ

デンティティの消滅であり、それを決定するのは、

当のアイデンティティを持っている人たちである。

５．町民ロジックモデル

近年、地域活動における住民やボランタリー組

織の役割に対する期待が高まっている。わが国で

は、ボランタリー組織を「新たな公」と呼ぶこと

があるが、従来の「官民協働」の枠組みにとらわ

れない新しいタイプの行政・企業・住民パートナ

ーシップを育成していくことが重要であろう。人

手が不足する中山間地域においては、なおさら、

コミュニティの維持のために彼らの力は欠かせな

い。他方、高齢化の進展、団塊世代の大量退職、

雇用形態やライフスタイルの多様化等を背景に、

「時持ち」が注目されてきている。つまり、個人
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４．限界集落と呼ばれて

中山間地の人口が減少し続けている。グローバ

ル化した先進国経済における中山間地の将来は非

常に不安定で不確実である。しかし、逆に言えば、

人口が少なくなるとはいえ、中山間地に住み続け

るひとがいるのも事実である。人はなぜ中山間地

に住み続けることができるのか？限られた資源・

不便な生活環境でもそれぞれの場に適した生き方

や昔からの伝統や生活様式を継承し共に生きがい

のある生活空間を創り出す地域活動（＝おつきあ

い）を続けている。住民はアイデンティティとい

うコンテストを共有している。アイデンティティ

は、自分一人で作れるものではない。地域住民が

相互に認証することにより、アイデンティティは

形成される。鍛えられるべきものは、地域住民が

共有化できる地域コンテクストであり、それが地

域振興の要である。そのために、「か・き・く・け・

こ」ビジネスが果たす役割は大きい。

鳥取県日南町は、中国山地のほぼ中央、鳥取県

南西部に位置する中山間地域である。人口は

年 月末現在で 人、高齢化率は 年時点

で ％であり、全国平均 ％を大きく上回

る。全国的な市町村合併が進む中、同町周辺市町

村においても合併問題の方向性が出たが、日南町

は広域合併を指向しつつ当面は単独市町村として

の自治体経営を維持することとなり、日南町制を

単独で継続しながら自立を目指すこととした。日

南町における人口減少の主たる要因は社会動態に

よるものから自然動態によるものに移行しつつあ

る。

中山間地の動向は千差万別であり、とても一口

で言い表されるものではない。むしろ、これまで

の国土計画の実践において、都市との対比の下で、

山間部の残りの国土を「中山間地」とひとくくり

にしてきた理解力の貧困さが問題である。ともあ

れ、日南町では、町民の平均年齢の若返りが見ら

れるようになった。これから老齢人口に加算され

ようとする団塊の世代がそもそも町にいないので

ある。団塊の世代が町に戻ってくるかどうかはわ

からない。ともあれ、高齢者がいなくなった後に

は、人口激減の時代が訪れる。ポスト高齢化社会

に突入しようとしているのである。

同町においても、「限界集落」と呼ばれる集落が

いくつか存在する。いくつかの集落では、高齢者

のみが生活しており、近い将来には、集落には誰

もいなくなるだろう。集落を維持することが限界

になっている。そのことは、すべての住民に理解

されている。それを、余所者が勝手に限界集落と

呼ぶようになった。大きなお世話である。末期患

者に、「あなたは末期患者である」と言うようなも

のである。限界集落 の限界とい

う用語は、少なくとも地理学の分野においては（集

落を維持することが）限界であるということを意

味しているわけではない。 代後半の若者を限界

人 と呼ぶ。大人でも、子供でもな

い世代という意味である。限界地域とは、市場経

済における主要な役割が見出されていない地域を

意味している。かつて、 が統合される時に、地

域アイデンティティを再編成する統合原理として、

選択の権利 と地域に根ざす

権利 という つの原理が主張

されたことがあった。市場経済は選択の原理で動

いている。一方、地域政治は、根ざす原理で機能

する。地域アイデンティティは、土地と密接に結

びついているのである。集落の消滅は、地域アイ

デンティティの消滅であり、それを決定するのは、

当のアイデンティティを持っている人たちである。

５．町民ロジックモデル

近年、地域活動における住民やボランタリー組

織の役割に対する期待が高まっている。わが国で

は、ボランタリー組織を「新たな公」と呼ぶこと

があるが、従来の「官民協働」の枠組みにとらわ

れない新しいタイプの行政・企業・住民パートナ

ーシップを育成していくことが重要であろう。人

手が不足する中山間地域においては、なおさら、

コミュニティの維持のために彼らの力は欠かせな

い。他方、高齢化の進展、団塊世代の大量退職、

雇用形態やライフスタイルの多様化等を背景に、

「時持ち」が注目されてきている。つまり、個人

のレベルでは、「金持ち」になること、経済的な豊

かさを追い求めることへの価値観が変化しつつあ

る。時間がたくさんあることは財産であり、趣味・

文化や娯楽、家族との団欒、仲間との交流を楽し

み、ゆとりのある暮らしは、多くの人が望むもの

である。時持ちとは具体的にどのような暮らし方

である（べき）か、また、そのような暮らし方を

実現するためには何が必要かを検討することは、

地域活性化を考えていく上で重要な視点のひとつ

になっていくのではないかと考える。

地方分権に向けた改革が進むなか、地方行政は、

その役割がますます大きくなる一方で、財政は依

然として厳しい状況にある。特に中山間などの過

疎地域では、団塊世代の不在により、高齢化はピ

ークを過ぎつつあるものの、人口変動は社会減か

ら自然減に転じており、今後は自然減によるさら

なる人口減少が進む「ポスト高齢化」時代を迎え

ようとしている。将来においても、財政状況が大

きく好転することは期待できない。このような状

況において地域社会を維持していくためには、地

域産業や公共サービスのあり方（担い手、人材・

資金の戦略的な投入、評価・管理手法、など）を

抜本的に見直し、新しいシステムを構築していく

必要があると考えられる。

このような問題意識の下で、筆者らは平成 年

月に、ポスト少子高齢化を見据えた議論を通し

て、町の再生を目指す『 年後の日南町の姿プロ

ジェクト』を立ち上げた。検討体制としては、外

部の研究者・経済界代表等で構成する有識者会議、

町内若手事業者等で構成する実行委員会、町職員

で構成する作業チームの つの組織を合わせて合

同会議とし、これが協議主体となっている。この

ほか、町民有志が実施主体の立場から協議に参加

している。さらに、町事務局が意思決定機関とし

ての町をサポートし、有識者会議幹事会及び大学

事務局が学術的な面でのサポートを行っている。

また、住民自身が主体的に地域活性化について議

論するために、各種のワークショップを開催した。

その際、既存のまちづくり協議会等の会合や多様

な年齢層（子供を含む）・産業別に独自にメンバー

を募るなどして、これまで計 回を開催し、

人（行政職員除く）が参加した。日南町の全住民

の内、 ％程度がさまざまな形でワークショップ

に参加した。

戦略目標は、「人と自然の力で 世紀を切り開

いてゆくまち『育てる、咲く、実る』」である。こ

れら つのキーワードは、ワークショップにおい

てもっとも頻度が高かったキーワードである。ポ

スト高齢化に対応した地域社会システムを開発・

維持していきながら、日南町らしさを大切にして

いくという願いが込められている。そして、中間

目標Ⅰとして「しごと」、「くらし」、「たのしみ」

の つの観点から目標を設定し、さらにそれぞれ

をブレークダウンして、①人材育成、②産業の高

付加価値化、③起業支援、④健康増進、⑤コミュ

ニティ活性化、⑥交通確保、⑦環境保全。という

７つの行動目標を作成した。さらに、これら つ

の行動目標ごとに、「わたしたちにできること」を

テーマにしたワークショップを開催し、個人・家

族、地域、事業者、学校、行政の各主体の役割分

担について議論した。このように町の活性化のた

めに、それぞれの主体がどのような役割を果たす

べきかを示したモデルを町民ロジックモデルと呼

んでみたい。図 １には、日南町で作成した町民ロ

ジックモデルの一部を示している。

町民ロジックモデルを構築する際には、あらゆ

る検討段階に地域住民が参加すること、自分たち

の行動が将来の暮らしをどのように変えることが

できるのか、できるだけ具体的に示すとともに、

行政と住民、住民同士で共有することに重点を置

いた。このようなプロセスは、プロセスそのもの

が住民にとって地域づくりの学習機会として機能

するとともに、このようなプロセスを経ることで、

ロジックモデルの運用段階において住民の主体的

な参加を促すことが期待できる。つまり、ロジッ

クモデルで設定した各種事業を実施し、ロジック

モデルをマネジメントサイクルとして活用してい

くうえで、住民が地域の問題を自らの問題として

捉え、計画立案を行い、行動するといった自立的

アプローチを可能とする体制の整備につながるで
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日
南
町
を
語

れ
る
子
ど
も
を
育

て
る
教
育
を
す
る

【
学
行
】
テ
ニ
ス
：

鳥
取
県
に
全
国
に

通
用
す
る
高
校
が

な
け
れ
ば

【
学
行
】
日
野
高
校

を
（
郡
内
の
実
業

高
校
と
し
て
）
魅

力
あ
る
高
校
に
す

る

【
個
地
行
】
稲
作
農
業
か
ら
野
菜
作
り
農
業
へ
の
移
行

【
個
地
】
立
地
条
件
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
を
興
し
て
広
げ
る

（
花
，
野
菜
，
畜
産
，
堆
肥
生
産
）

【
個
地
行
】
自
然
を
活
か
し
た
産
業
・
た
の
し
み
の
考
案

【
個
地
行
】
日
南
町
の
利
点
を
活
か
し
た
都
市
と
の
交
流
の
機
会
を
つ
く

る

【
個
地
行
】
体
験
塾
を
開
く
（
農
業
、
林
業
、
自
然
）

【
個
地
事
行
】
稲
作
だ
け
で
な
い
農
業
を
考
え
る

【
地
事
行
】
集
約
し
て
作
物
を
つ
く
る

【
事
行
】
ト
マ
ト
の

苗
、
町
内
で
栽
培

し
て
は
ど
う
か

【
事
】
若
い
世
代
を

年
間
通
じ
て
雇
用

で
き
る
よ
う
な
事

業
展
開
を
す
る

【
事
行
】
農
業
で
年

間
雇
用
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り

【
行
】
行
政
に
よ
る
条
件
整
備
（
新

規
就
農
，
新
規
取
り
組
み
へ
の
支

援
，
補
助
金
交
付
の
条
件
，
流
通

シ
ス
テ
ム
確
立
）

【
行
】
「
日
南
町
の
野
菜
は
お
い
し

い
よ
！
」
町
か
ら
発
信
す
る
文
書

や
封
筒
な
ど
で
Ｐ
Ｒ

【
個
】
成
功
事
例
に
な
る
（
儲
か
る
と
こ
ろ
を
見
せ
る
）

【
個
地
行
】
農
業
で
や
っ
て
い
け
る
こ
と
を
見
せ
る

【
個
】
伝
統
・
文
化
を
習
う

【
地
】
個
人
や
グ
ル
ー
プ
活
動
の
発
表
の
場
を
設
け
る
（
文
化
祭
，
収
穫
祭
）

【
地
】
高
齢
者
の
活
動
の
場
づ
く
り

【
地
個
】
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
（
新
し
い
農
産
物
を
つ
く
っ
て
み
る
）

【
地
個
】
頑
張
る
人
，
挑
戦
す
る
人
を
応
援
す
る

【
地
】
声
か
け
に
よ
る
地
域
で
の
関
係
づ
く
り

【
地
】
冬
場
の
高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト

【
個
】
お
互
い
さ
ま
で
助
け
合
う
気
持
ち
を
も
つ

【
個
地
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
展
開

【
個
】
会
に
は
積
極
的
に
出
て
、
意
見
交
換
す
る

【
個
】
参
観
週
間
に
積
極
的
に
学
校
へ
行
き
、
こ
ど
も
た
ち
と
顔
を
あ
わ

せ
る

【
個
地
】
世
話
に
は
な
っ
て
も
迷
惑
は
か
け
な
い

【
個
地
】
参
加
し
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

【
地
】
地
域
の
危
機
感
や
目
標
を
共
有
し
て
、
み
ん
な
で
取
り
組
む
雰
囲
気
づ
く
り

【
地
個
】
一
生
現
役
の
気
持
ち
で
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
役
割
を
も
っ
て
支
え
合
う

【
地
】
葬
儀
組
合
な
ど
、
今
ま
で
の
習
わ
し
を
見
直
し
、
や
れ
る
よ
う
に
し
て
や
っ
て
い
く

【
地
】
現
実
に
目
を
向
け
て
、
や
れ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
く

【
地
行
】
行
事
や
役
職
を
増
や
さ
な
い
工
夫
を
す
る

【
地
個
】
野
菜
づ
く
り
－
販
売
を
と
お
し
た
交
流
（
生
産
者
同
士
、
生
産
者
－
消
費
者
、
講
習
会
）

【
地
】
お
し
ゃ
べ
り
の
場
を
提
供
し
、
お
し
ゃ
べ
り
か
ら
の
発
展
に
期
待

【
地
】
防
犯
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
全
戸
配
布

【
地
】
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
（
車
へ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
示
）
　

【
地
個
行
】
防
災
・
不
慮
の
事
故
時
に
対
す
る
対
応
（
緊
急
連
絡
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
）

【
地
事
行
】
地
域
の
商
店
が
な
く
な
っ
た
と
き
の
買
い
物
支
援

【
地
学
行
】
地
域
住
民
と
子
ど
も
の
接
点
を
つ
く
る

【
地
】
ま
ち
協
の
活
動
・
他
組
織
と
の
交
流
の
幅
を
広
げ
る

【
地
】
地
域
の
資
料
館
を
つ
く
る

【
個
】
好
き
な
こ
と
を
や
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
る

【
地
】
地
域
の
小
さ
な
産
業
を
育
て
て
い
く

【
地
行
】
町
外
に
頼
ら
ず
、
町
内
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
す

【
地
】
「
や
っ
て
み
よ
う
」
「
や
れ
る
」
と
い
う
気
持
ち
を
引
き
出
す

【
地
】
企
画
・
試
行
・
立
ち
上
げ
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
や
っ
て
み
る
→
軌
道
に
乗
っ
た
ら
、
個

人
や
任
意
の
グ
ル
ー
プ
に
運
営
を
任
せ
る

【
地
】
嘆
い
て
ば
か
り
い
て
も
い
け
な
い
、
で
き
る
こ
と
で
少
し
で
も
活
性
化
を
！

【
個
地
行
】
家
庭
用
天
ぷ
ら
油
の
リ
サ
イ
ク
ル

【
個
】
も
の
を
大
切
に
し
、
捨
て
る
と
き
は
ル
ー
ル
を
守
る

【
個
】
子
ど
も
達
の
た
め
に
、
農
業
を
つ
づ
け
農
地
を
守
っ
て
お
く

【
個
地
学
事
行
】
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
環
境
に
配
慮
し
た
暮
ら
し

【
個
地
学
事
行
】
動
植
物
の
保
護
と
そ
れ
を
活
か
し
た
交
流
活
動

（
ヒ
メ
ボ
タ
ル
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
）

【
個
地
学
事
行
】
魚
の
す
め
る
川
づ
く
り

【
個
地
】
田
舎
で
な
け
れ
ば
や
っ
て
い
け
な
い
と
き
に
備
え
る
　

【
個
地
】
木
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
木
を
使
う
方
法
を
身
に
つ
け
る

【
地
】
四
季
を
通
じ
て
花
の
あ
る
地
域
づ
く
り

【
地
個
】
空
い
た
土
地
を
上
手
に
活
用
（
体
験
農
業
）

【
地
事
学
行
】
鉱
山
や
地
域
の
繁
栄
の
歴
史
を
語
り
継
ぎ
、
守
っ
て
い
く

【
学
】
環
境
教
育
で
自
然
を
保

護
・
保
全
す
る
こ
と
へ
の
関

心
を
育
て
る

【
行
】
地
球
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
を
す
す
め
る

【
個
地
学
行
】
学
校
・
地
域
・

家
庭
が
一
体
と
な
っ
た
教
育

【
地
事
行
】

タ
ク
シ
ー
、
日
中
、
自
家
用
車
の
な
い
人
が
自
由
に
動
け
る
仕
組
み
（

）

【
事
行
】
町
外
か
ら

の
人
財
の
た
め
の

住
宅
の
整
備
（
賃

貸
住
宅
、
お
試
し

住
宅
）

※
「
に
こ
に
こ
健
康
に
ち
な
ん
２
１
計
画
」
よ
り

【
個
】
家
族
・
地
域
の
団
ら
ん
：
家
族
で
食
事
、
み
ん
な
に
あ
い
さ
つ

【
個
】
生
き
が
い
・
ゆ
と
り
：
楽
し
み
を
持
つ
、
家
族
・
地
域
で
自
分
の
役
割
を
持
つ

【
個
】
食
生
活
：
う
す
味
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
日
南
の
旬
の
野
菜
を
食

べ
る
、
家
族
み
ん
な
が
料
理
を
つ
く
れ
る
、
健
康
な
歯

【
個
】
運
動
：
元
気
に
歩
く
、
暮
ら
し
の
中
に
運
動
を

【
個
】
健
康
チ
ェ
ッ
ク
：
自
分
の
身
体
を
知
る
、
健
診
、
健
康
に
つ

い
て
学
習
、
適
正
体
重
に
近
づ
け
る

【
個
】
た
ば
こ
：
分
煙
、
禁
煙
に
協
力
、
未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
、

若
い
女
性
の
喫
煙
防
止

【
個
】
お
酒
：
休
肝
日
を
つ
く
る
、
正
し
い
お
酒
の
飲
み
方
を
実

践
、
未
成
年
者
の
飲
酒
防
止

③
い
ま
か
ら
や
れ
る
取
り
組
み

（
行
動
目
標
）

④
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

（
手
段
）

わ た し た ち に で き る こ と
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図
―
１
日
南
町
民
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

・
３
０
年
後
の
未
来
を
切
り
開
く
町
の
担
い
手
育
成

・
町
の
財
産
を
受
け
継
ぐ
後
継
者
の
発
掘

・
町
内
外
を
行
き
交
う
新
鮮
な
人
脈
の
活
用

◎
人
財
は
こ
の
町
の
宝
◎

・
意
欲
的
な
起
業
家
を
育
成
・
応
援
す
る
気
運
醸
成

・
各
校
区
の
取
り
組
み
や
生
活
文
化
を
発
信
・
継
承
す
る
普
及
啓
発

・
新
規
の
町
の
担
い
手
と
、
共
存
共
栄
す
る
交
流
意
識
と
環
境
整
備

・
各
校
区
の
好
き
な
と
こ
ろ
、
自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
の
発
見
共
有
と
Ｐ
Ｒ

★
各
校
区
ぐ
る
み
で
就
業
機
会
の
発
見
と
生
涯
現
役
の
活
動
育
成

・
タ
テ
・
ヨ
コ
の
世
代
間
交
流
と
結
束
力
の
醸
成

・
健
康
な
食
生
活
、
適
度
な
運
動
な
ど
健
康
な
生
活
ス
タ
イ
ル
促
進

・
町
民
み
ん
な
が
元
気
で
健
康
に
居
ら
れ
る
共
助
サ
ー
ビ
ス
充
実

・
身
近
な
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
一
生
健
康
社
会
の
実
現

・
町
と
都
市
部
を
結
ぶ
良
好
な
交
通
ア
ク
セ
ス
の
確
保

・
豪
雨
・
豪
雪
な
ど
自
然
災
害
に
強
い
道
路
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

★
こ
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
町
民
の
足
を
支
え
る
交
通
サ
ー
ビ
ス
継
続

・
ず
っ
と
受
け
継
ぐ
自
然
環
境
の
豊
か
さ
の
情
報
共
有

★
こ
の
町
に
生
息
す
る
特
有
の
動
植
物
の
生
態
保
全

・
鉱
山
な
ど
慣
れ
親
し
ま
れ
た
町
の
遺
産
の
発
掘
と
活
用

◎
付
加
価
値
は
所
得
の
原
動
力
◎

◎
動
機
・
意
欲
は
起
業
の
誘
因
◎

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
暮
ら
し
の
舞
台
◎

◎
健
康
は
生
き
が
い
の
源
◎

◎
交
通
は
時
間
・
距
離
を
克
服
◎

◎
環
境
は
地
球
に
感
謝
す
る
財
産
◎

・
持
続
可
能
な
産
業
の
核
と
な
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

★
農
作
物
の
生
産
出
荷
か
ら
加
工
・
直
売
事
業
へ
の
高
度
化

★
従
来
の
林
業
か
ら
製
材
加
工
業
へ
、
高
付
加
価
値
産
業
へ
の
転
換

・
先
進
高
齢
社
会
で
培
っ
た
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ポ
ス
ト
高
齢
社
会
へ
の
活
用

・
末
永
い
顧
客
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
地
場
産
業
の
成
長
と
持
続
力
向
上

★
印
：
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
発
掘
の
た
め
の
戦
略
的

対
象
テ
ー
マ

【
地
行
】
ス
ポ
ー
ツ
で
の
ま
ち
づ
く
り
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

【
地
】
町
内
各
ま
ち
協
や
近
隣
市
町
村
の
各
種
団
体
と
の
連
携
，
「
見
ど
こ
ろ
」
の
連
携

【
地
行
】
外
か
ら
人
を
呼
ぶ
（
タ
ー
ン
タ
ー
ン
，
年
金
受
給
世
代
の
移
住
）

【
地
】
外
部
と
の
交
流
活
動
を
す
る
（
季
節
の
催
し
，
ま
つ
り
，
自
然
や
歴
史
を
活
か
し
て
）

【
地
】
魅
力
の
あ
る
地
域
に
な
っ
て
そ
れ
を
Ｐ
Ｒ
す
る

【
地
行
】
観
光
地
の
駐
車
場
・
ト
イ
レ
の
整
備

【
地
】
歴
史
、
伝
統
芸
能
の
保
存
、
伝
承
（
か
し
ら
う
ち
，
太
鼓
，
田
植
唄
，
神
楽
，
も
ち
つ
き
唄

な
ど
）

個
人
・
家
族

地
域

事
業
者

学
校

行
政

【
行
】
反
収
を
上
げ
る
農
業
技

術
の
指
導

【
個
地
】
商
品
と
し
て
の
野
菜
づ
く
り
・
加
工
品
の
商
品
化
に

取
り
組
む
、
特
産
品
の
研
究

【
地
個
】
家
族
の
き
ず
な
、
家
族
や
地
域
を
大
事
に
思
う
心
を
育
て
る

【
地
個
学
】
自
立
や
辛
抱
す
る
こ
と
を
教
育
す
る

【
地
事
行
】
若
い
人
財
育
成

【
地
】
女
性
が
主
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
（
男
性
が
サ
ポ
ー
ト
）

【
地
行
】
都
市
部
か
ら
農
業
し
た
い
人
を
呼
び
込
む

【
個
】
家
庭
で
こ
ど
も
た
ち
に
役
割
を
も
た
せ
る

【
個
地
行
】
農
業
大
学
校
卒
業
生
等
町
内
で
農
業
で
頑
張
る
人
を
応
援
す

る

【
行
地
学
】
リ
ー
ダ
ー
・
ま
と
め

役
・
指
導
者
の
育
成
，
グ
ル
ー
プ

の
結
成
・
育
成

【
学
】
日
南
町
を
語

れ
る
子
ど
も
を
育

て
る
教
育
を
す
る

【
学
行
】
テ
ニ
ス
：

鳥
取
県
に
全
国
に

通
用
す
る
高
校
が

な
け
れ
ば

【
学
行
】
日
野
高
校

を
（
郡
内
の
実
業

高
校
と
し
て
）
魅

力
あ
る
高
校
に
す

る

【
個
地
行
】
稲
作
農
業
か
ら
野
菜
作
り
農
業
へ
の
移
行

【
個
地
】
立
地
条
件
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
を
興
し
て
広
げ
る

（
花
，
野
菜
，
畜
産
，
堆
肥
生
産
）

【
個
地
行
】
自
然
を
活
か
し
た
産
業
・
た
の
し
み
の
考
案

【
個
地
行
】
日
南
町
の
利
点
を
活
か
し
た
都
市
と
の
交
流
の
機
会
を
つ
く

る

【
個
地
行
】
体
験
塾
を
開
く
（
農
業
、
林
業
、
自
然
）

【
個
地
事
行
】
稲
作
だ
け
で
な
い
農
業
を
考
え
る

【
地
事
行
】
集
約
し
て
作
物
を
つ
く
る

【
事
行
】
ト
マ
ト
の

苗
、
町
内
で
栽
培

し
て
は
ど
う
か

【
事
】
若
い
世
代
を

年
間
通
じ
て
雇
用

で
き
る
よ
う
な
事

業
展
開
を
す
る

【
事
行
】
農
業
で
年

間
雇
用
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り

【
行
】
行
政
に
よ
る
条
件
整
備
（
新

規
就
農
，
新
規
取
り
組
み
へ
の
支

援
，
補
助
金
交
付
の
条
件
，
流
通

シ
ス
テ
ム
確
立
）

【
行
】
「
日
南
町
の
野
菜
は
お
い
し

い
よ
！
」
町
か
ら
発
信
す
る
文
書

や
封
筒
な
ど
で
Ｐ
Ｒ

【
個
】
成
功
事
例
に
な
る
（
儲
か
る
と
こ
ろ
を
見
せ
る
）

【
個
地
行
】
農
業
で
や
っ
て
い
け
る
こ
と
を
見
せ
る

【
個
】
伝
統
・
文
化
を
習
う

【
地
】
個
人
や
グ
ル
ー
プ
活
動
の
発
表
の
場
を
設
け
る
（
文
化
祭
，
収
穫
祭
）

【
地
】
高
齢
者
の
活
動
の
場
づ
く
り

【
地
個
】
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
（
新
し
い
農
産
物
を
つ
く
っ
て
み
る
）

【
地
個
】
頑
張
る
人
，
挑
戦
す
る
人
を
応
援
す
る

【
地
】
声
か
け
に
よ
る
地
域
で
の
関
係
づ
く
り

【
地
】
冬
場
の
高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト

【
個
】
お
互
い
さ
ま
で
助
け
合
う
気
持
ち
を
も
つ

【
個
地
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
展
開

【
個
】
会
に
は
積
極
的
に
出
て
、
意
見
交
換
す
る

【
個
】
参
観
週
間
に
積
極
的
に
学
校
へ
行
き
、
こ
ど
も
た
ち
と
顔
を
あ
わ

せ
る

【
個
地
】
世
話
に
は
な
っ
て
も
迷
惑
は
か
け
な
い

【
個
地
】
参
加
し
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

【
地
】
地
域
の
危
機
感
や
目
標
を
共
有
し
て
、
み
ん
な
で
取
り
組
む
雰
囲
気
づ
く
り

【
地
個
】
一
生
現
役
の
気
持
ち
で
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
役
割
を
も
っ
て
支
え
合
う

【
地
】
葬
儀
組
合
な
ど
、
今
ま
で
の
習
わ
し
を
見
直
し
、
や
れ
る
よ
う
に
し
て
や
っ
て
い
く

【
地
】
現
実
に
目
を
向
け
て
、
や
れ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
く

【
地
行
】
行
事
や
役
職
を
増
や
さ
な
い
工
夫
を
す
る

【
地
個
】
野
菜
づ
く
り
－
販
売
を
と
お
し
た
交
流
（
生
産
者
同
士
、
生
産
者
－
消
費
者
、
講
習
会
）

【
地
】
お
し
ゃ
べ
り
の
場
を
提
供
し
、
お
し
ゃ
べ
り
か
ら
の
発
展
に
期
待

【
地
】
防
犯
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
全
戸
配
布

【
地
】
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
（
車
へ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
示
）
　

【
地
個
行
】
防
災
・
不
慮
の
事
故
時
に
対
す
る
対
応
（
緊
急
連
絡
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
）

【
地
事
行
】
地
域
の
商
店
が
な
く
な
っ
た
と
き
の
買
い
物
支
援

【
地
学
行
】
地
域
住
民
と
子
ど
も
の
接
点
を
つ
く
る

【
地
】
ま
ち
協
の
活
動
・
他
組
織
と
の
交
流
の
幅
を
広
げ
る

【
地
】
地
域
の
資
料
館
を
つ
く
る

【
個
】
好
き
な
こ
と
を
や
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
る

【
地
】
地
域
の
小
さ
な
産
業
を
育
て
て
い
く

【
地
行
】
町
外
に
頼
ら
ず
、
町
内
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
す

【
地
】
「
や
っ
て
み
よ
う
」
「
や
れ
る
」
と
い
う
気
持
ち
を
引
き
出
す

【
地
】
企
画
・
試
行
・
立
ち
上
げ
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
や
っ
て
み
る
→
軌
道
に
乗
っ
た
ら
、
個

人
や
任
意
の
グ
ル
ー
プ
に
運
営
を
任
せ
る

【
地
】
嘆
い
て
ば
か
り
い
て
も
い
け
な
い
、
で
き
る
こ
と
で
少
し
で
も
活
性
化
を
！

【
個
地
行
】
家
庭
用
天
ぷ
ら
油
の
リ
サ
イ
ク
ル

【
個
】
も
の
を
大
切
に
し
、
捨
て
る
と
き
は
ル
ー
ル
を
守
る

【
個
】
子
ど
も
達
の
た
め
に
、
農
業
を
つ
づ
け
農
地
を
守
っ
て
お
く

【
個
地
学
事
行
】
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
環
境
に
配
慮
し
た
暮
ら
し

【
個
地
学
事
行
】
動
植
物
の
保
護
と
そ
れ
を
活
か
し
た
交
流
活
動

（
ヒ
メ
ボ
タ
ル
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
）

【
個
地
学
事
行
】
魚
の
す
め
る
川
づ
く
り

【
個
地
】
田
舎
で
な
け
れ
ば
や
っ
て
い
け
な
い
と
き
に
備
え
る
　

【
個
地
】
木
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
木
を
使
う
方
法
を
身
に
つ
け
る

【
地
】
四
季
を
通
じ
て
花
の
あ
る
地
域
づ
く
り

【
地
個
】
空
い
た
土
地
を
上
手
に
活
用
（
体
験
農
業
）

【
地
事
学
行
】
鉱
山
や
地
域
の
繁
栄
の
歴
史
を
語
り
継
ぎ
、
守
っ
て
い
く

【
学
】
環
境
教
育
で
自
然
を
保

護
・
保
全
す
る
こ
と
へ
の
関

心
を
育
て
る

【
行
】
地
球
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
を
す
す
め
る

【
個
地
学
行
】
学
校
・
地
域
・

家
庭
が
一
体
と
な
っ
た
教
育

【
地
事
行
】

タ
ク
シ
ー
、
日
中
、
自
家
用
車
の
な
い
人
が
自
由
に
動
け
る
仕
組
み
（

）

【
事
行
】
町
外
か
ら

の
人
財
の
た
め
の

住
宅
の
整
備
（
賃

貸
住
宅
、
お
試
し

住
宅
）

※
「
に
こ
に
こ
健
康
に
ち
な
ん
２
１
計
画
」
よ
り

【
個
】
家
族
・
地
域
の
団
ら
ん
：
家
族
で
食
事
、
み
ん
な
に
あ
い
さ
つ

【
個
】
生
き
が
い
・
ゆ
と
り
：
楽
し
み
を
持
つ
、
家
族
・
地
域
で
自
分
の
役
割
を
持
つ

【
個
】
食
生
活
：
う
す
味
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
日
南
の
旬
の
野
菜
を
食

べ
る
、
家
族
み
ん
な
が
料
理
を
つ
く
れ
る
、
健
康
な
歯

【
個
】
運
動
：
元
気
に
歩
く
、
暮
ら
し
の
中
に
運
動
を

【
個
】
健
康
チ
ェ
ッ
ク
：
自
分
の
身
体
を
知
る
、
健
診
、
健
康
に
つ

い
て
学
習
、
適
正
体
重
に
近
づ
け
る

【
個
】
た
ば
こ
：
分
煙
、
禁
煙
に
協
力
、
未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
、

若
い
女
性
の
喫
煙
防
止

【
個
】
お
酒
：
休
肝
日
を
つ
く
る
、
正
し
い
お
酒
の
飲
み
方
を
実

践
、
未
成
年
者
の
飲
酒
防
止

③
い
ま
か
ら
や
れ
る
取
り
組
み

（
行
動
目
標
）

④
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

（
手
段
）

わ た し た ち に で き る こ と

あろう。すぐには難しいかもしれないが、第一歩

としてそのような機運を高め、継続していくこと

が重要である。

町民ロジックモデルは、地域の重要な行動主体

である個人・家族、地域、事業者、学校、行政の

それぞれが果たすべき役割を示している。地域コ

ミュニティの活性化に、地域が重要な役割を果た

すことが理解できよう。しかし、ここに大きな落

とし穴がある。地域がすべきことというのは、言

い換えれば、実は誰もそれを実行できる人がいな

い活動を示している。地域がすべき活動のほとん

どが、「か・き・く・け・こ」ビジネスに該当する。

それらの活動を実現していくためには、新しく起

業せざるを得ないのである。

６．起業的アプローチ

多くの地方都市や中山間地の活性化の中で、ボ

ランタリー組織が欠くことのできない役割を果た

している。前述したように、ボランタリー組織を

「新たな公」と呼ぶことがあるが、ボランタリー

組織には従来の「官民協働」の枠組みに囚われな

い新しいタイプの行政・企業・住民パートナーシ

ップを推進する役割が期待されている。しかし、

人間がボランティアとして動くのには限界がある。

ボランタリー組織が地域活性化の主役になってい

くためには、収入源を確保し、自立的組織として

の陣容を整えていくことが必要である。多くのボ

ランタリー組織は、リーダーの交代や金銭的チャ

ンネルの枯渇による消滅の危機にさらされている。

このように、持続性に問題があるボランタリー組

織も少なくない。しかし、多くの地域活性化の現

場において、ボランタリー組織の活動が期待され

ている背景には、もとより「ボランタリー組織が

泡のような存在である」ことが暗黙の了解となっ

ている。むしろ、地域社会が大量の泡を必要とし

ているといった方がいい。「ブクブク泡だってくれ

る」ことが、地域社会を変えるために必要なので

ある。

起業的アプローチでは、民間企業や住民組織等

が、地域ビジネスや地域活性化方策に関して新し

いアイデアを発案し、行政との協力関係の下で実

験的に、少しずつ地域活性化に向けて歩みを進め

ていく。そこでは、地域住民、民間企業、行政等

のパートナーシップが期待されている。パートナ

ーシップ型の起業的アプローチは、これまでの行

政主導型アプローチに対して、１）時間コストの

低減、２）行政サービスの革新、３）個別事例の

重視 、４）潜在的

なクライエントの検出等が期待されている。行政

が政策を実施する場合、予算措置や行政組織内の

意思決定が必要となるため、どうしても決定が遅

くなる。また、民間企業や地域住民の方が、新し

いアイデアを持っている場合も少なくないだろう。

しかし、筆者は、民間企業やボランタリー組織が、

地域活性化における「個別事例の重視」、「潜在的

な顧客の検出」の点においてすぐれた役割を果た

すと考えている。行政は、公共サービスの提供に

おいて常に普遍主義 原理を考慮し

なければならない。行政はある特定の個人やコミ

ュニティを「えこひいき」できないのである。行

政に対して何らかのリクエストをした時に、行政

が「あなたの指摘はよく理解できます。しかし、

あなただけを特別扱いできないのですよ。」という

ような返答を耳にした読者は大勢いると思う。し

かし、それが行政の基本原理なのである。行政が

その場その場の要求に対して、「えこひいき」を繰

り返したら、現場は混乱してしまう。

その一方で、地域住民のニーズはコミュニティ

によって千差万別であり、このような公共サービ

スを、普遍主義原理の下で提供するのは不可能に

近い。さらに、特定の個人（顧客）が有している

特殊なニーズに関しては、顧客の身近にいる人々

の方がきめ細かい情報をもっている。地域活性化

においては、このような個別事例が重視されるこ

とが多いため、地域における民間企業やボランテ

ィア組織による起業的アプローチが有効なのであ

る。一方で、ボランティア組織によって提供され

る公共サービスが、普遍主義原理を満足する保証

はない。行政は、あくまでも普遍主義原理に従っ

て、住民に「公平に公共サービスが提供されてい
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るか」、「効率的に公共サービスが提供されている

か」について評価し、必要とあればボランティア

組織の活動を支援し、不足するサービスを補完す

ることが必要となる。

７．地域リーダーシップ

起業的アプローチでは、起業を担うリーダーを

養成することが重要である。さらに、地域の価値

を高めることを目的として、リーダー達が情報交

換や相互学習するためのネットワークが形成され

れば、リーダーや関係者の学習が促進される。ま

た、行政は、民間企業やボランタリー組織との協

働によって、地域活性化のための条件や、問題解

決の方法について多くの情報を獲得することがで

きる。このような、行政、企業、住民の間の協働

活動を通じて、地域で活動する人々の集団的な学

習が行われる。

起業的アプローチでは、それぞれの活性化活動

を試みるリーダーがイニシアティブを取り、地域

の人、物、資金、知識をネットワーク化すること

で、地域のソーシャルキャピタルを再整備し、地

域の潜在的な価値を引き出すことが求められる。

ボランタリー組織は活動のために何がしかの資金

や資産を持っているが、これらの資源はメンバー

全員が共有する財産と認識されている場合が少な

くない。組織内のガバナンスは契約関係で成立さ

れているわけではない。むしろ、メンバー間の信

頼関係に依存しており、メンバー間における資

源・役割配分においては効率性よりも、公平性、

公正性が重視される場合が多い。ボランタリー組

織が効率的、効果的に行動するか否かは、ボラン

ティア活動の指導者のリーダーシップの特性に依

存する。リーダーシップのあるべき条件として、

以下のような条件があげられる。１）組織のミッ

ション（目的）を明確にして、ぶれないこと、２）

重要な活動やイベントを実施するときに、多くの

人を動員する能力があること。関係者が「あの人

のためなら動こう」という気持ちを持つためには、

日頃から人徳を蓄えておく必要がある。３）未来

のことに対して、小さいことばかりを言うのでは

なく、夢を与えるためには「ほら吹き」であるこ

とが望ましい。実現性のない大ぼらは逆効果であ

るが、同じことでも元気がでるような「言い方（レ

トリック）」を身に着けていることが重要である、

４）異なる組織と協力関係を築いたり、新しい組

織を立ち上げようとするといろいろな矛盾が現れ

る。この時、「新しい事業に協力するためには、議

論のための境界条件をはっきりさせろ」という声

が参加者の間で常に発生する。しかし、考えて欲

しい。新しいことを始めるときに、境界条件など

どこにもない。リーダーは、複数の組織の間にあ

る矛盾を一手に引き受け、その矛盾を克服するた

めに新しい制度的・組織的枠組みを作り出す才能

や才覚を持ち合わせておく必要がある。５）自分

たちの活動や組織が、他にはない「どのようなオ

ンリーワンを持っている」か、を創り出すことが

必要である。はじめからオンリーワンなるものは

存在しない。それはすべて創り上げられたもので

ある、６）メンバーの意識を高めるためには、競

争相手、ライバルをつくり、「打倒○○」という意

識を共有することが重要である。７）起業行動に

は必ずリスクが伴う。リーダーはリスクを引き受

けるとともに、リスクが発生した場合の対処方法

を用意しておくことが必要である。

８．おわりに

中山間地の持続的発展を維持するためには、地

域における「しごと」、「くらし」、「たのしみ」を

確保していくことが不可欠である。とりわけ、東

北地方の被災地における復興活動に求められるよ

うに、短期的には「しごと」の場をつくることが

不可欠である。しごとの場をつくるためには、企

業誘致や公共事業の実施などによる雇用の確保

（外発的な発展）だけに寄りかからず、地域のな

かから、地域の暮らし・仕事・手仕事を生みだす

「地域の起業」を育てていくことが不可欠である。

さらに、「しごと」の場が確保できれば、つぎに「く

らし」の環境を整えていく。しかし、中山間地の

持続的な発展を生み出すためには、地域に「たの

しみ」がなければならない。わが国の国土計画や
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るか」、「効率的に公共サービスが提供されている

か」について評価し、必要とあればボランティア

組織の活動を支援し、不足するサービスを補完す

ることが必要となる。

７．地域リーダーシップ

起業的アプローチでは、起業を担うリーダーを

養成することが重要である。さらに、地域の価値

を高めることを目的として、リーダー達が情報交

換や相互学習するためのネットワークが形成され

れば、リーダーや関係者の学習が促進される。ま

た、行政は、民間企業やボランタリー組織との協

働によって、地域活性化のための条件や、問題解

決の方法について多くの情報を獲得することがで

きる。このような、行政、企業、住民の間の協働

活動を通じて、地域で活動する人々の集団的な学

習が行われる。

起業的アプローチでは、それぞれの活性化活動

を試みるリーダーがイニシアティブを取り、地域

の人、物、資金、知識をネットワーク化すること

で、地域のソーシャルキャピタルを再整備し、地

域の潜在的な価値を引き出すことが求められる。

ボランタリー組織は活動のために何がしかの資金

や資産を持っているが、これらの資源はメンバー

全員が共有する財産と認識されている場合が少な

くない。組織内のガバナンスは契約関係で成立さ

れているわけではない。むしろ、メンバー間の信

頼関係に依存しており、メンバー間における資

源・役割配分においては効率性よりも、公平性、

公正性が重視される場合が多い。ボランタリー組

織が効率的、効果的に行動するか否かは、ボラン

ティア活動の指導者のリーダーシップの特性に依

存する。リーダーシップのあるべき条件として、

以下のような条件があげられる。１）組織のミッ

ション（目的）を明確にして、ぶれないこと、２）

重要な活動やイベントを実施するときに、多くの

人を動員する能力があること。関係者が「あの人

のためなら動こう」という気持ちを持つためには、

日頃から人徳を蓄えておく必要がある。３）未来

のことに対して、小さいことばかりを言うのでは

なく、夢を与えるためには「ほら吹き」であるこ

とが望ましい。実現性のない大ぼらは逆効果であ

るが、同じことでも元気がでるような「言い方（レ

トリック）」を身に着けていることが重要である、

４）異なる組織と協力関係を築いたり、新しい組

織を立ち上げようとするといろいろな矛盾が現れ

る。この時、「新しい事業に協力するためには、議

論のための境界条件をはっきりさせろ」という声

が参加者の間で常に発生する。しかし、考えて欲

しい。新しいことを始めるときに、境界条件など

どこにもない。リーダーは、複数の組織の間にあ

る矛盾を一手に引き受け、その矛盾を克服するた

めに新しい制度的・組織的枠組みを作り出す才能

や才覚を持ち合わせておく必要がある。５）自分

たちの活動や組織が、他にはない「どのようなオ

ンリーワンを持っている」か、を創り出すことが

必要である。はじめからオンリーワンなるものは

存在しない。それはすべて創り上げられたもので

ある、６）メンバーの意識を高めるためには、競

争相手、ライバルをつくり、「打倒○○」という意

識を共有することが重要である。７）起業行動に

は必ずリスクが伴う。リーダーはリスクを引き受

けるとともに、リスクが発生した場合の対処方法

を用意しておくことが必要である。

８．おわりに

中山間地の持続的発展を維持するためには、地

域における「しごと」、「くらし」、「たのしみ」を

確保していくことが不可欠である。とりわけ、東

北地方の被災地における復興活動に求められるよ

うに、短期的には「しごと」の場をつくることが

不可欠である。しごとの場をつくるためには、企

業誘致や公共事業の実施などによる雇用の確保

（外発的な発展）だけに寄りかからず、地域のな

かから、地域の暮らし・仕事・手仕事を生みだす

「地域の起業」を育てていくことが不可欠である。

さらに、「しごと」の場が確保できれば、つぎに「く

らし」の環境を整えていく。しかし、中山間地の

持続的な発展を生み出すためには、地域に「たの

しみ」がなければならない。わが国の国土計画や

都市・地域計画の現場において、これまで「たの

しみづくり」について真正面から議論することは、

ほとんどなかったといってもいい。人が地域の環

境を「遊ぶための素材」として利用することは容

易なことではない。何よりも、遊ぶための能力が

必要である。子供の頃から、地域の資源に接し、

遊ぶ能力を鍛あげていくことが必要である。遊び

方に関する地域学習の機会をどのように作ってい

くか、それが長期的な地域づくりにつながってい

く。

地域の起業支援に関して、これまでにもさまざ

まな取り組みが実施されてきたものの、意外にも

成功事例はそれほど多くない。地域の居住者が新

たな起業を試みる場合、事業の収益性をあげるた

めに、いくつかのハードルを乗り越えることが必

要となる。まず、起業者はマーケティング戦略や

ビジネス法務・会計技術に明るいということは最

低限の必要条件である。さらに、資金の調達チャ

ンネルを持ち、生産するサービスや商品の販路を

確保しなければならない。地域の居住者や新たに

居住をはじめた人々が、これらのチャンネルや販

路を見出すことは容易ではないだろう。これに対

して、これまでの社会貢献や社会的責任 を超

えて、企業活動の一環や企業の論理として、大都

市の企業等が、地方や地域との関わりを求める動

きが出てきた。高村 は、このような動きを

二地域就労と呼んでいる。企業が利潤追求のみを

考えて、ある地域で事業を展開するのではなく、

「行政・企業・地域」が三位一体となって、新し

いプロジェクトに取り組む。企業が持っている資

金調達能力、販路ネットワークを利用して、地域

における起業を支援するという新しいパートナー

シップモデルが現れてきている。パートナーシッ

プモデルを進める上で、企業と行政の双方が、い

かに地域の起業プロジェクトを支援するプラット

ホームを築きあげるかが鍵となる。このようなソ

ーシャルビジネスイノベーションの成功事例を蓄

積していくことが求められているのである。
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